




V.杉土手の調査
1.調査前の状況

調査地点付近の杉土手は極めて遺存状況が良く、約70mの長さが現存している。その西側は

本来は第 1次調査地点まで続いていたようであるが、現在は道路や宅地により分断されている。

また、沢や谷が入り込む東側では宅地造成などにより大きく失われている。現存する約70mの

部分はほぼ南西から北東方向(N-46° 一E)に直線的に走行する。その規模は頂面では幅約 2m、

基底部では幅約10～1lmである。西半部についてはその南側裾部がわずかに削られているた

め、本来は幅■mの基底部を有していたものと考えられる。高さは北側現地表面からは約1.5

m、 南側現地表面からは2.30～ 2.70mであり、南側がより比高差が大きいことを示している。

全体的には杉土手は周辺の地形の傾斜と同じように南西方向にわずかに高さを減じている。杉

土手の縁辺付近には、北側ではわずかな凹みが、南側では濤状の凹みが一部で確認される。こ

れは積み上を採掘した痕跡とも考えられる。

杉土手の表面全体には新古 2種類の杉の根株が100本以上認められた。その内、古い根株は朽

ちかけてはいるが、多くが直径 lm以上の大木であつたことを示しており、これらは頂面にほ

ぼ一直線状に 2～ 3m間隔で植えられていたようである。こうした状況は第 1次調査でも確認

されており、この古株が2～300年以上も前までさかのぼる可合Z陛 も指摘されている。なお、新

しい根株は最近伐採された杉であり、古株とは異なり全面に不規則に植えられている。

2.調査の結果

調査は対象範囲のほぼ中央に杉土手と直角に幅 5mの トレンチを設定し、断面からは積み土

の状態を観察し、平面的には杉土手に伴う遺構などについて確認することにした。

<積み上 >積み土は計45層確認された。また、その上部には積み土の崩落土と考えられる層が

12層認められた。これらの積み土は層の傾きや層序関係から、大きく3ケ所に積み手の違いが

認められる。こうした状況は第 1次調査でもCト レンチにおいて確認されており、積み手の違

いは構築の時期差を示すものとされ、 I～Ⅲ期に分けられている。したがって、ここでも同様

のことが考えられ、同じく古い段階よりI～Ⅲ期と呼称して述べていきたい。 I期の積み土は

13層あり、杉土手以前の表土面にのっている。これらは基本層の黄褐色粘土ブロックを比較的

多量に含む層から多くは成っている。層の傾きは大半は南側に下がっているが、これは北側か

ら主に積み上げが行われたことを示すものかもしれない。Ⅱ期の積み土は下部には I期の崩落

土があり、それに10数層の積み土がのっている。これらの積み上の状態は I期 と同様であるが、

層の傾きは北側に下がっている。Ⅲ期の積み土は I・ H期の北側と上部に認められた。積み土

は少ないが、特に南側では崩落上が厚く堆積していることから、本来は高さもかなりあったも
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のと推測される。

<基底面の遺構と各期の規模 >杉土手の基底面 (旧表土上面)において、北側では濤状遺構、

南側では緩やかな段が確認された。濤状遺構は南西から北東方向(N-47°一E)に走行しており、

その幅が約1.5mである。南辺は旧表上を切り、急斜面で底面に至るが、そこから北辺へは緩や

かに移行しており、その北側では旧表土は確認できなかった。この濤状遺構については杉土手

の方向に沿って走行していること、底面から南辺にかけての傾斜がそのまま I期積み上に続 く

ことなどから、 I期構築時に伴う掘り込みと考えられる。同様の遺構は第 1次調査でも確認さ

れている。この遺構は、特に南辺が直線的であることからI期杉土手の北側の基準線としての

機能と、掘り込むことによってより高さを増やし、合わせてその上を積み土として利用するこ

となどを意図したものと考えられる。

これに対し南側の緩やかな段は規貝J性は認められず、南の方向に徐々に下がっている。杉土

手に伴うものと考えられるが、どの段階に伴う掘り込みかは明らかではない。

各期の規模については次のようにまとめることができる。

I期 :基底部幅-3.4m 頂面-0.8m 高さ-1.7m 法面の傾斜角度―両面とも約40°

Ⅱ期 :基底部幅-4.8m 頂面-2.4m 高さ-1.8rn 法面の傾斜角度―両面とも約40°

Ⅲ期 :基底部幅-6.Om 頂面-2.Om 高さ-2.Om 法面の傾斜角度―北が37° 南が約40°

<その他の遺構 >

調査区の南側において濤跡が 2条検出されてい

る。いずれも杉土手に伴うものとは考えられない。

第 1濤跡 (SD l):調査区南端で検出された。南側

上端は不明だが、濤幅は上端で約0.7m、 深さは約

40cmと 考えられ、杉土手の方向よりはいく分東

寄りに走行している。この濤跡は杉土手の崩落土

を切っていることから、それよりは新しい遺構と

考えられる。

第 2濤跡 (SD 2):杉土手南側の崩落上下面で検

出された。濤幅は上端で約1.10m、 深さは約30cm

で、ほぼ東西方向に走行しており、東側はSD lに

切られている。この濤跡は杉土手の方向とは全く

一致しないこと、崩落土下面で検出されているこ

とから、杉土手以前の遺構と考えられる。

なお、両濤跡とも北前遺跡の第 1次調査で確認

第 6図 杉土手調査区平面図
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第 7図 杉土手断面および基本層序

形成 No 色土 土  性 考備

】朋

落

土

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

褐 色 (7 5YR4/3)

褐 色 (7 5YR4/4)

褐 色 (7 5YR4/3)

暗褐色 (10YR3/4)

暗褐色 (10YR3/4)

褐 色 (10YR4/4)
褐 色 (10YR4/4)

褐 色 (10YR4/4)
暗褐色 (10YR3/4)

暗褐色 (10YR3/3)

暗褐色 (10YR3/3)

褐 色 (10YR3/3)

シアレト
シルト質粘土
シフレト
シルト質粘上
シルト
シフント
シルト
シル ト質粘上

粘土質シルト
ンルト

粘土質シルト

粘土質シル ト

しまりなし 植物の根が多く入りこむ。
しまりなし
植物の根が多く入りこむ。
しまりなし 層中に10YR5/8粘土粒多量に含む。
しまりなし
しまりなし
しまりなし 10YR5/8粘 土粒多く含む。
しまりなし 10YR5/8粘 土ブロック粒多く含む。
しまりなし 10YR5/8粘 土プロック多く含む。
しまりなし 10YR5/8粘 上粒子わずかに含む。
しまりややあり 10YR5/8粘 土粒多く含む。
しまりあり 10YR5/8粘 土プロック含む。

期

I

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

暗褐色 (10YR3/4)

暗褐色 (10YR3/3)

暗褐色 (10YR3/3)

暗褐色 (10YR3/4)

褐 色 (10YR4/4)
黒褐色 (10YR3/2)

暗褐色 (10YR3/3)

シル ト
シル ト
シルト
シルト

粘土質シル ト
シルト

粘土質シル ト

しまりなし
しまりあり 黄褐色粘土粒子わずかに含む。
しまりなし 黄褐色の粘土粒子多く含む。
しまりなし
しまりややあり
しまりなし
しまりややあり

期

H

③

◎

⑩

①

⑫

①

⑭

⑩

⑮

⑫

⑩

⑩

⑩

①

②

④

②

⑮

④

Ｑ

⑪

①

⑩

暗褐色

暗褐色

にぶい芸

黒褐色

暗褐色

暗褐色

暗褐色

褐 色

暗褐色

暗褐色

暗褐色

褐 色

睡

暗褐色

黒褐色

褐 色

暗褐色

暗褐色

黄褐色

褐 色

褐 色

暗褐色

黒褐色

loYR3/4)
10YR3/4)
1褐 (10YR4/3
110YR2/3)

(10YR3/3)

(10YR3/3)

(10YR3/4)

(7 5YR4/3)

i10YR3/3)

(10YR3/2)

i10YR3/3)

(7 5YR4/4)

(10YR3/3)

(10YR3/3)

(10YR2/3)

(10YR4/4)

(10YR3/4)

(10YR3/3)

(10YR5/6)

(10YR4/4)

(7 5YR4/4)

(10YR3/3)

社OYR3/2)

シルト
シルト
シルト
シルト
シルト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト
シ,レ ト
シルト
シフレト

粘土質シル ト

粘土質シルト
シル ト
シ,レ ト
シル ト
シル ト
シル ト
シル ト質粘土
シル ト

粘土質シルト
シル ト

粘土質シルト

しまりなし 黄褐色の粘土粒子をわずかに含む。
しまりなし 黄褐色の粘土粒子をわずかに含む。
しまりなし 黄褐色の粒子多 く含む。
しまりなし

しまりなし

ややしまりあり

しまりなし 黄褐色の粘上ブロックわずかに含む。
しまりあり 黄褐色のプロックと黒褐色シルトプロック含む。
しまりなし

しまりややあり 黄褐色のプロックと粒子含む。
しまりややあり 黄褐色の粒子多く含む。
しまりややあり

しまりなし

しまりなし 黄褐色の粒子含む。
しまりなし 黄褐色の粒子多く含む。
しまりなし 黄褐色の絃子多 く含む。
しまりなし 責褐色の粘土粒子多 く含む。
しまりなし 黄褐色の粘土粒子多く含む。
しまりなし 基本層のブロック
しまりなし 黄褐色の粘土粒子多量に含む。
しまりややあり
しまりなし 黄褐色の粘土粒子多く含む。
しまりややあり 黄褐色の粘上粒子含む。

形成 No 色上 土  性 考備

期

①

⑫

①

⑭

⑤

⑪

⑫

①

⑩

⑩

①

②

◎

④

⑮

暗褐色

暗褐色

褐 色

暗褐色

暗褐色

暗褐色

暗褐色

褐 色

褐 色

暗褐色

褐 色

褐 色

黒褐色

暗褐色

黒褐色

10YR3/4)

10YR3/3)

7 5YR4/3)

10YR3/3)

10YR3/3)

とOYR3/3)
10YR3/3)

10YR4/6)

10YR4/4)
10YR3/4)
10YR4/4)
7 5YR4/3)

10YR3/2)
10YR3/3)
10YR3/2)

シル ト
シルト
シル ト
シルト
シアレト
シ,レ ト
シルト

粘土質シルト

粘土質シルト
シルト

粘土質シルト
シルト

粘土質シル ト
シルト
シ,ン ト

しまりなし

しまりなし

しまりなし 黄褐色の粘土粒子多量に含む。
しまりなし

しまりなし 黄褐色粘上粒子含む。
しまりなし 責褐色粘土プロック、粒子及び無褐色のシル トブロックを含む。
しまりなし 黄褐色粘土プロック、粒子及び無褐色のシルトプロックを含む。
しまりなし 黄褐色の粘上プロック粒子多く含む。
しまりあり 黄褐色の粘土粒子多く含む。
しまりなし

しまりなし 黄褐色の粘土ブロック多量に含む。
しまりなし 黄禍色の粘土ブロック粒子多く含む。
しまりなし 黒色シルトプロック含む。
しまりなし 黄褐色の粘上粒子多く含む。
しまりなし 黄褐色の粘土粒子含む。

SDl
①

②
暗褐色

暗褐色

10YR3/3)
10YR3/3)

シル ト
シ刀ント

しまりなし

しまりなし 黄褐色の粘土粒子含む。

SD2

①

②

③

④

黒褐色

暗褐色

暗褐色

褐 色

10YR3/2)
10YR3/3)
10YR3/3)
10YR4/4)

シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

しまりなし 黄褐色の粘土粒子含む。
しまりややあり 黄褐色の粘土粒子含む。
しまりなし 黄4Etlの 粘土粒子多く含む。
しまりなし 黄褐色の粘土ブロック粒子を多量に含む。

基

本

層

2

3

4

5

6

7

8

9-①
―②
10-①

―②
―③

―④
―⑤
ll

黒褐色 (10YR2/2)

睡    (10YR3/3)

褐 色 (7 5YR4/4)

暗褐色 (10YR3/4)

責褐色 (10YR5/6)

黄褐色 (10YR5/6)

橙 色 (7 5YR6/8)
黄褐色 (10YR6/6)

黄褐色 (10YR5/8)

明黄褐色 (10YR6/6)

明黄褐色 (10YR6/8)

明黄褐色 (10YR7/6)

明黄褐色 (10YR7/6)

浅黄色 (10YR7/4)

浅黄色 (25Y19/3)
浅黄色 (25Y7/4)

粘土質シル ト

シル ト質粘土

シル ト質粘土

粘 土
シル ト質粘上

シル ト質粘土

砂質シル ト

シル ト質粘土

粘 土
粘 土
シル ト質粘土

シル ト質粘上

シル ト質粘土

粘土質シル ト

粘土質シル ト

シ,レ ト

しまりややあり 杉土手以前の表土
しまりややあり

しまりややあり

しまりなし 層中に10YR4/4褐色プロック多く含む。木の根による乱れか。
比較的軟質、木の根の乱れが及んでいる。
5層に士ヒベしまりあり。 1～ 2cmの礫をわずかに含む。
「川吟スコリア層」プロック状に分布。
しまりややあり 5層・ 6層に

'ヒ

ベやや暗い。風化帯 ?

しまりあり
しまりあり

しまりあリ マンガン下部にわずかに入る。5m前後の礫が全体的にまばらに
入る。石英粒混じる。
しまりあり 7/4浅黄色 (粘土)のブロックが混じる。マンガン含む。
しまりあり 層上部にマンガン多く含む。下部は少ない。
酸化斑含む (部分的に帯状)。
しまりあり 5cm前後の風化礫多量に含む。
しまりあり 礫わずかに含む (風化礫)マ ンガン斑含む。
しまりあり 段丘礫層。礫は径 5～ 10c呻風化礫

9 。10



された杉土手を切っている濤跡とは規模や層位関係から無関係のものと考えられる。

<出土遺物>(第 8図、写真13)

表土や崩落土・積み土内からは縄文土器・土師器・石器が若干出土した。しかし、いずれも

杉土手やその他の遺構に伴うものではない。

縄文土器 :7点出上しているが、図示できたのは5点である。 1は隆沈線により楕円文か懸垂

文が描かれている。 2は沈線により懸垂文とみられる文様が描かれている。これらは文様など

の特徴から中期後棄の大木 9式に比定されるものである。 3は地文の上に沈線が描かれるもの

で、大木8bか 9式に相当するものと考えられる。 4は内外面とも無文の上器である。時期は不

明である。写真13-5は深鉢の体部破片である。外面にはLR縄文が施文されている。植物繊維

がわずかに含まれていることなどから前期初頭ごろのものと考えられる。

土師器 :1点出土している(写真13-11)。 内面が黒色処理されている甕の体部破片と考えられ

る。外面にはヘラケズリの調整痕が認められる。

石 器 :二次加工のある剣片が 1点出土している (第 8図 5)。 縦長の小形の剣片を素材とし、

その縁辺に細かな二次加工が施されている。一端が欠けるが、石鏃か石錐の可能性も考えられ

る。その他に剣片 (写真13-13)が 1点出上している。

達蟄牌
0                    5                  10Cm

∨
0                5 cm

勒
ゃ  5

川
日
Ｈ
日
用

番 号 種    類 出 土 層 位 将

1 縄 更土 器  珠鉢 杉 土キ  橋 み 十 外 南 は 降 流 編 に よ る梧 円 支 か撫 棄 支 ハ 区 国 内 は R Lχ
更土 器  沫 杉主 手  崩落土 外面 は沈練 によ る猟乖 支 かぅ 区画 内 は LR縄 文。

3 こ土奉 深 外面 は RL絹 支加 文後 、沈線 によ る文様 が描 かれ て い る。
4 更 土 喬  深 孫 内外 面 とも無 文。調整 は荒 い ミガキで、器 面 には凹凸 あ り。

5
石   器
に次加工のある*〕片)

表    土
一部欠損。維長の剰片の緑辺に細かな二次加工が施されている。長さ(19mm)

幅19 5mm 厚さ2 6mm 石材―珪質頁岩ハ

第 8図 出 土 遺 物 (1)



Ⅵ.杉土手下層 (北前遺跡)の調査
杉土手の下層は砂礫層上面まで調査を行ったが、遺構は発見されなかった。また、 6層以下

からは遺物の出土はみられなかった。ここでは基本層序と出土遺物について述べる。

1.基本層序

杉土手下は■層の砂礫層に達するまで10層の基本層が認められた。

6層

1層

2層

3層

4層

5層

7層

8層

9層

10層

11層

黒褐色の粘土層シルトである。杉土手以前の表上で、他に比べて黒みが強い。

暗褐色のシルト質粘土層である。縄文時代中期などの上器が出土している。

褐色のシルト質粘土層である。縄文時代早期などの上器が出土している。

暗褐色の粘土層である。層中には木の根が及んでおり、褐色のブロックを多く含んでい

る。縄文時代早期と前期の土器が出土している。

責褐色のシルト質粘土 (火山灰層)層である。
'ヒ

較的軟質で、下層に比べて粘性は弱い。

木の根の撹乱が深 く及んでおり、層上面の凹凸が著しい。環状石製品が層上面で出土し

ている。

責褐色のシルト質粘土層 (火山灰層)である。 5層に比べて粘性が強く、層中には1～ 2

cmの礫を含む。

橙色の砂質シルト層で、「

'II崎

スコリア層」である。全面には分布せず、ブロック状に挟

在している。

責褐色のシルト質粘土層 (火山灰層)である。風化帯の可能性もある。

責褐色の粘土層で、②は①よりやや明るい層である。この層は火山灰層か水成堆積層か

不明である。

水成堆積層を一括した。①～③は明責褐色のシルト質粘上で、層中にはマンガン斑を含

んでいる。④・⑤は浅責色の粘土質シルト層で、層中に風化礫を含んでいる。

砂礫層である。マトリックスは浅黄色のシルト層で、礫は径

5～10cmの風化礫である。この上面は北側から徐々に、途中

からは大きく南東方向に傾斜している。

以上の基本層の中で、 4層までが縄文時代以降の堆積層である。

しかし、遺物の出土状況でもわかるように、木の根の撹乱による層

の乱れが大きく及んでいるようである。また、 5層から砂礫層まで

の火山灰層および水成堆積層は旧石器時代の文化層が確認された第

1次調査時の基本層序と基本的には共通しており、今回さらに北俣1

へも同様の基本層が広がることが確認された。
0     1     2m

―

第 9図 下層調査区平面図



2.出土遺物 (第 10図、写真 13)

基本層から縄文土器・石器・石製品が若干出上している。

縄文土器 :2～ 4層から13点出上した。その内、図示できたのは7点である。 1～ 3は 3層出

上したものである。 1は外面には縄文、内面には貝殻条痕文が施されており、胎土には植物繊

維が多く含まれている。 2は外面は無文で、内面にはわずかに貝殻条痕文が認められる。これ

ら1・ 2は特徴から早期末ごろに位置付けられる。 3は外面に縄文が施文されており、胎上に

は植物繊維が多く含まれている。早期末から前期初頭ごろのものと考えられる。 4～ 6は 4層

出土のものである。 4は 3と 同じく、外面に縄文が施文され、胎上には植物繊維を含むもので

ある。早期末から前期初頭ごろと考えられる。 5は外面に縄文が施文されている。時期は不明

である。 6は 口縁部破片で、わずかに肥厚している。外面は端部には竹管による連続刺突文が

施され、その下方には弧状沈線が交互に、また、円形束」突文もそれぞれ配されている。類似す

る土器は北前遺跡の第 1次調査でも出土されており、前期末の大木 6式に比定されている。

石 器 :17点出上している。その内、 7・ 8は 4層から出上している。 7は象!片石器である。

横長の剣片の、主に背面縁辺に比較的急角度の二次加工が施されている。 8は微細剣離痕のあ

る象!片である。縦長の象J片の側縁一部に微細劉離痕が認められる。 9は環状石製品である。 5

層上部から出土しているが、付近には木の根による乱れが深くまで及んでいたことから上層に

伴った可能性も考えられる。径が約 7 cmの円盤状の中央に径 2 cm程の孔を設け、ドーナツの

形状に作り出しているものである。石材は砂岩で、保存状態は極めて悪い。その他のH点 (写

真13-17と 下写真)と 4点 (写真13-18)はそれぞれ同一母岩のものと考えられる。石材は前

者が碧玉、後者が砂岩である。特に前者は石核と劉片10点から成り、その内 6点にはそれぞれ

2点ずつの接合関係が認められた (下写真)。

戴

益
輩

接合資料の写真
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1 縄文土器 深鉢 采 外 面 は LR縄 文。 内面 は貝殻 条反 文。胎 土 に植物繊 維 を多 く合 む。
縄 更土 器  沫 鉢 外 面 は無 文 (荒 い ミガキ拓 内 向 は貝殻 条反 文。植 物繊 維 は含 まない。

縄文土器 深鉢 外 向 は無 節 (L)か。胎上 に植物繊維 を身 く含 む。
4 絹 文土 器  深 鉢 基   4  層 外 向 は LR縄 更。月台土 に桓 物械 維 を多 く含 む。
5 縄 文土 器  渫鉢 外 向 は LR縄 更。 肉向 は調整 が ミガキ。
縄 文土 各  沫鉢 口縁部 。外 面 は竹 管 によ る東U突支 と上 下 か ら交 互の孤状 沈線 と円形刺 突 文。

7
石   器
r3H貯 万 暴ゝ

一部欠損。横長の劉片を素材とし,主 に背面の周縁に二次加工が施 されてヤ
る。長さ64nlm 幅41mm 厚さ16 3mm 石材―珪質頁岩。

る   番
(糾粽隊噛惑撤分ある劉中

縦長の剥片で、自然向を残している。狽1縁の一部に微細工U離反が認められる。
長さ81hm 幅36mln 厚さ16 6mm 石材一石英安山岩。

環 状 石 製 品 碁 5層 上 部 保存
が患 く、欠預詈拶分が最い。形引犬は円形で ドーすッツ形をなす。長さ(雀 ,
70mm ¶径 (2飾m)厚 さ35mHl 石材―砂岩ハ

第10図 出 上 遺 物 (2)



VII. ま と

1.今回の調査箇所は北前遺跡ではやや東寄 りに、杉土手では全長の南西端にあたり、名取川

が形成した段丘上に立地する。

2。 今回の杉土手部分は保存状況が極めて良好で、70mの長さにわたって土塁状の高まりが続

いている。調査では第 1次調査と同様に今回も積み土に大きく3ケ所の積み手の違いが認めら

れ、構築後に少なくとも2回の修復が行われていることが確認された。また、最初の構築時 (I

期)に は特に北側において基準線とも考えられるような直線的な掘 り込みが行われており、極

めて企画的な方法により構築されていることがうかがわれた。なお、杉土手に伴う遺物は確認

されず、構築時期についての新しい知見は得られなかった。

3.杉土手下層の調査では、北前遺跡第 1次調査とほぼ同様の基本層序が確認された。基本層

では遺構は検出されなかったが、 2～ 4層からは縄文土器・石器が、 5層上部からは石製品が

出土している。前者では縄文時代早期末・早期末から前期初頭・前期末の上器が認められてい

るが、層位的な出土状況は示していない。後者の環状石製品は出土層位にやや不明確なところ

があるが、 5層出土 とすると旧石器時代に属する可能性が考えられるものである。旧石器時代

の類例を求めると、県内では色麻町大原 B遺跡、同じく大原D遺跡から出上している「石製有

孔円板」と呼称されているものがある (山田他 :1990)。 これらは大きさが 5 cmか ら 6 cm前

後で、やや扁平な円盤状を呈しており、その中央には l cm未満の孔が穿たれている。石材は砂

岩と凝灰岩である。 2例 とも晩期旧石器時代の数少ない資料 として注目されている。本例はこ

れらとは大きさや形状などでやや違いが認められるものの、大まかには似かよった特徴を有し

ている。今後の類似資料を待ちたい。
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写真 1

杉土手近景

(西から)

写真 2

杉土手近景

(東から)

写真 3

調査地点の杉土手

(東から)
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写真 4

杉土手斜面

(南西から)

写真 5

杉土手斜面

(ヨと西から)

写真 6

杉土手基底面の状況

(東から)
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写真 7

杉土手積み土の断面―中央

(東から)

写真 8

杉土手積み土の断面―北側

(東から)

写真 9

杉土手積み上の断面―南側

(東から)



こ1層

峯2層

や3層

き4層

:5層

ζ6層

こ8層

写真11 環状石製品出土状況
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写真13 出 土 遺 物
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